
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

福
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
会
津
若
松

大
会
に
田
中
一
行
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
と

と
も
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
大
会
主

題
「
と
も
に
学
び
、
と
も
に
創
る
『
温

故
創
し
ん
』
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
の
も
と
、
大
会

宣
言
案
、
決
議
案
が
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
全
体
会
に
続
き
、
記
念

講
演
、
分
科
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
師
の
先

生
か
ら
興
味
深
い
お
話

を
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
、
有
意
義
な
研
修

の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

〔
記
念
講
演
〕

◇
演
題

日
本
人
は
月
や
星
を
ど
う
愛

で
て
き
た
の
か
～
星
空
浴
の
薦
め
～

講
師

渡
部
潤
一
氏
（
天
文
学
者
）

・
昨
年
の
天
体
シ
ョ
ー
で
ア
ト
ラ
ス
彗

星
（
帚
星
）
が
話
題
に
な
っ
た
。
日
本

で
は
、
古
来
か
ら
、
彗
星
は
「
凶
兆
」（
飢

県
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饉
な
ど
不
吉
な
こ
と
が
起
き
る
前
触
れ
）

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、
対
照
的
に
彗
星
は
「
瑞
兆
」（
豊
作

な
ど
よ
い
こ
と
が
お
き
る
前
触
れ
）
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。

・
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
な
ど
古

代
文
明
で
は
、
星
を
方
位
や
季
節
を
知

る
手
が
か
り
に
し
て
き
た
。
一
方
、
日

本
は
、
国
土
が
起
伏
に
富
み
、
季
節
感

も
あ
る
た
め
、
星
に
頼
る
必
要
が
な
く
、

月
を
愛
で
る
文
化
が
発
達
し
た
。

・
旧
暦
（
昔
の
暦
）
は
月
の
満
ち
欠
け

を
も
と
に
生
ま
れ
た
。
新
月
を
一
日
（
つ

い
た
ち
の
語
源
は
つ
き
だ
ち
）
と
し
、

満
月
を
十
五
日
と
し
て
、
次
の
新
月
ま

で
を
ひ
と
月
と
し
た
。
実
際
に
は
二
十

九
・
五
日
で
あ
り
、
〇
・
五
日
足
り
な

い
分
は
小
の
月
（
二
十
九
日
）
と
大
の

月
（
三
十
日
）
を
交
互
に
す
る
こ
と
で

調
整
し
た
。

・
十
五
夜
（
中
秋
の
名
月
）
は
、
夏
野

菜
な
ど
の
収
穫
を
感
謝
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
元
々
は
中
国
の
「
中
秋
節
」

が
起
源
。
中
国
で
は
里
芋
や
月
餅
を
飾

る
が
、
日
本
で
は
そ
の
年
収
穫
し
た
米

（
新
米
）
で
だ
ん
ご
を
作
っ
て
飾
る
。

平
安
時
代
に
は
「
観
月
の
宴
」
と
い
う

行
事
が
あ
り
、
団
子
や
栗
、
御
神
酒
な

ど
を
お
供
え
し
て
い
た
。

・
月
の
呼
び
名
も
色
々
あ
り
、
十
五
夜

を
「
芋
名
月
」
と
呼
ん
だ
り
、
雲
で
月

が
見
え
な
い
と
「
無
月
」、
雨
が
降
っ
て

い
る
と
「
雨
月
」
と
呼
ん
だ
り
し
た
。

・
十
五
夜
以
降
も
、
十
六
夜
（
い
ざ
よ

い
）
、
十
七
夜
（
立
待
月
）
、
十
八
夜
（
居

待
月
）
、
十
九
夜
（
寝
待
月
）
、
二
十
夜

（
更
待
月
）
な
ど
が
あ
る
。
二
十
三
夜
、

二
十
六
夜
な
ど
は
、
月
の
出
が
午
前
二

～
三
時
の
た
め
、
飲
食
を
し
て
寝
ず
に

月
の
出
を
待
つ
風
習
か
ら
来
て
い
る
。

月
に
は
、
体
の
中
に
あ
る
悪
い
虫
な
ど

を
退
散
さ
せ
る
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ

て
い
た
。
日
本
各
地
に
「
二
十
三
夜
塔
」

や
「
二
十
六
夜
山
」
な
ど
が
あ
る
。
会

津
地
方
で
は
、
特
に
西
側
の
地
域
に
多

く
残
さ
れ
て
い
る
。

・
月
を
愛
で
る
文
化
の
一
つ
が
文
学
。

「
竹
取
物
語
」
の
か
ぐ
や
姫
は
月
か
ら

来
て
月
へ
と
帰
っ
て
い
く
、
世
界
初
の

Ｓ
Ｆ
作
品
と
い
っ
て
よ
い
。
清
少
納
言

の
「
枕
草
子
」
に
は
、「
夏
は
夜
。
月
の

頃
は
更
な
り
。」
と
あ
る
。

・
生
活
の
中
で
は
、
お
菓
子
に
「
月
」

の
名
が
使
わ
れ
て
い
る
。
お
酒
（
ビ
ー

ル
、
ワ
イ
ン
、
日
本
酒
な
ど
）
に
も
「
月
」

の
名
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

・
同
じ
満
月
で
も
、
夏
は
低
い
位
置
に

あ
り
、
赤
っ
ぽ
い
色
を
し
て
い
る
。「
ス

ト
ロ
ベ
リ
ー
ム
ー
ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

冬
は
高
い
位
置
に
あ
り
、「
コ
ー
ル
ド
ム

ー
ン
（
寒
月
）」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

・
星
を
愛
で
る
文
化
は
、
中
国
か
ら
学

ん
だ
。
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
キ
ト

ラ
古
墳
壁
画
に
は
、
星
座
が
描
か
れ
て

い
る
。
見
え
る
星
と
見
え
な
い
星
が
あ

り
、
そ
の
絵
が
い
つ
、
ど
こ
で
描
か
れ

た
も
の
か
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
七
夕
は
中
国
が
起
源
。
旧
暦
七
月
七

日
夜
に
織
姫
と
彦
星
が
デ
ー
ト
を
す
る
。

日
本
で
は
「
星
合
」
と
呼
ば
れ
、
独
自

の
文
化
と
し
て
定
着
し
た
。
江
戸
時
代

に
は
、
笹
竹
に
素
麺
や
瓜
、
果
物
を
供

え
て
お
祈
り
を
し
た
。
海
辺
の
町
で
は
、

笹
飾
り
を
海
に
流
す
風
習
も
あ
る
。

・
現
代
で
は
、
新
暦
七
月
七
日
に
学
校

行
事
で
七
夕
を
祝
う
学
校
が
あ
る
。
仙

台
七
夕
の
よ
う
に
、
月
遅
れ
の
八
月
に

行
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
旧
暦
七
月
七

日
に
伝
統
的
七
夕
と
し
て
行
っ
て
い
る

地
方
（
石
垣
島
な
ど
）
も
あ
る
。

・
星
の
和
名
に
は
、
す
ば
る
（
プ
レ
ア

デ
ス
星
団
）
、
つ
づ
み
星
（
オ
リ
オ
ン
座
）、

ひ
し
ゃ
く
星
（
北
斗
七
星
）
な
ど
が
あ

る
。「
三
つ
星
に
一
文
字
」
な
ど
、
家
紋

に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

・
神
話
に
書
か
れ
た
星
、
物
語
に
書
か

れ
た
星
も
多
い
。（
銀
河
鉄
道
の
夜
な
ど
）

・
現
代
は
、
光
害
に
よ
り
星
が
見
え
づ

ら
く
な
っ
て
い
る
。
会
津
に
は
満
天
の

星
を
眺
め
ら
れ
る
所
が
多
い
。
若
松
市

内
に
は
、
日
新
館
天
文
台
跡
が
残
さ
れ
、

秋
篠
宮
紀
子
様
も
訪
問
さ
れ
て
い
る
。

・
美
し
い
星
を
眺
め
る
星
空
浴
を
お
薦

め
す
る
。
季
節
ご
と
の
星
々
を
各
々
が

そ
の
場
所
で
見
上
げ
る
だ
け
で
で
き
る
、

時
空
を
超
え
て
癒
や
さ
れ
る
と
と
も
に
、

闇
と
星
か
ら
想
像
力
を
得
た
り
、
宇
宙

的
視
点
を
得
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

親
子
で
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。


